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は じ め に
筆者は,都市における自殺予防を研究課題 としたこ
とか ら,近世大坂における自殺記事を扱ったことがあ







































































と運河が短冊状 に整備 され,有 機的に結び付 け
ていたのは,当時,世 界で も大坂のみであった。
ヒ ト,モノの移動 すなわち商業活動に,これ
ほ ど照準 を合わせた都市計画が実現 した都市は
他にはなかった。
2)エンターテイメントの街。幕府公認の櫓 を立て
た小屋(劇 場)数 は,100万都市江戸で も4座
にす ぎなかったが,大 坂では8座 であった。さ
らに上記大芝居(小 屋)は 道頓堀の南側に並び,







か もしれないが,そ れ らすべてを入手でき,用
途に合わせ て組み合 わせ ることができたのは,
当時,大坂のみであった。
4)清酒の都。当時,全 国で一般 的に飲まれていた
のは,い わゆる酒精度が低 く,コクのない 「ろ
ぶろ く」であった。 しか し摂津の灘や富田など





りも生 を愉 しんでいた大坂の人々が,なぜお初,徳 兵
衛の心中に喝采を送ったのか」 ということである。か
れらが貧 しさや世間に負けた敗者であったなら,生を







所 として隔離 した(遊 郭)。この政策は身分秩序内部
にエロス的エネルギーの空洞化(イ エの存続のための
政略結婚)を 招 くとともに,遊 郭をそうしたエネル
ギーの集積地とすることになった。
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成立 した。のみならず,九 平次は恋愛死 を蝕 む 「癌」
そのものである。
九平次は,上記で見たように,徳 兵衛 をはめる敵役










次の現実味は異常に増殖 したが,そ の分,お 初 と徳兵
衛の現実味は希釈され,恋愛死の真実は痛 ましく蝕 ま
れることになった。
しかしなぜ,近 松は九平次なる人物 を創作 したのか。


































態度で,彼 女の芯の強 さ,気 品の基礎 となる 「意気





































下の徳兵衛に覚悟を決めさせ,道 行 に剃刀 を持参 し,
「はや くはや く,殺 して殺 して」と最期の刃を懇願 し
たのもお初である,と 指摘 している。
お初 は,芝居中一貫 して 「死にたい女」であった。
しか しなぜ,お 初は死を願ったのか。
小林氏はこの謎 を解 くため,現 行脚本で省略されて













特に小林氏は,結 語の 「恋を菩提の橋 となし,渡 し





































や く慣れて売れ出した,若 く美 しい遊女であり,豊後












きた遊女の実態について,小 林氏 は 『日本花街 史』
(明田鉄男)の 退郭後遊女24例を参照する。その内訳




結果と言うより,罹患 したため遊郭か ら放 り出された
ことも考えられる。出家 もまた隠遁生活であり,無縁
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とすれば,若 く美 しく,経済的にも安定 し,恋愛に
燃え上がる現在のお初は美 しさの絶頂にあ り,現在を
彩る美 しさが失われれば 先輩遊女たちの地獄が現実





































や と思へ ども……,ど うしたことの縁ぢややら,忘
るヽ暇はないわいな,そ れに振捨て行かうとは,や り
や しませぬぞ。手にかけて,殺 しておいて行かんせな,


















小林氏は,幼 少時に肉親的愛情 を欠 く徳兵衛には
「未熟な内面性」が残 り,お初の愛情 を失うことを恐
れる反面,ア イ ドル ・お初の愛情を独占する優越感に
「死ぬほど」舞い上がった,と見る。お初の眼を借 り
て,徳兵衛を 「イケメンで,ち ょっとお馬鹿だけど純





















衛 を打掛の裾に隠 して縁の下に誘導 し,自分は上が り
口に腰掛け,素 知らぬ顔で煙草を吸っている。そこへ
九平次が仲間を連れ,ド ヤ ドヤ上が り込んで くる。
九平次は徳兵衛を痛めつけたことを自慢 し,自らの
計略を正当化 して 「徳兵衛の言 うことなど信 じるな,
どうせやつは野江か飛田のものよ(野江も飛田も大坂
















聞いても怪 に思う」 と九平次に言い放ち,縁 の下の
徳兵衛に聞こえるように 「どうあっても徳様,一 所に
死ぬる,わ しも一所に死ぬるぞや いの」 と足で突けば,
徳兵衛はお初の足を取って押 し頂 き,膝に抱 きつき焦
がれ泣いた。

















母性 の劇的な発露」を示 し,徳兵衛の死 を母親(お










































足 にすが りつ き泣 く徳兵衛の姿は観世音菩薩に帰依 し,
自我の妄執から解放される安堵の姿、 と見ることがで
きる。































芝居であれ,史 実であれ,徳 兵衛がお初 と逃げると
いう選択はどうであろう。 しか し二人に,大坂以外の



















た成熟するものだ,と いう見解 もあ りうる。しかしそ
れには,共 同生活が条件 となる。徳兵衛はそれを,ど
れ くらい確保できるであろうか。
















身分制度に基づ くこの生活の非対称性 こそ,二 人に
とって超えがたい障壁 となり,二人を引 き裂 く究極的
要因となるに違いない。
















『心中大鑑』が伝 える史実において も,江戸転勤 と





















まず,二 人の究極的 目的が死にあった,と は考えら
れない。二人は,死 によって精算すべ き肉体的苦痛や
物的欠乏とは無縁であった。精神的苦痛は天満屋での
歓喜で帳消 しとなり,む しろ精神は高揚 したはずであ
る。世間が二人を追い詰めたと言っても,新 しい生活










「死に姿が見苦 しいと言われるのも口惜 しい,潔 く死
のうではないか,世 に類なき死に様の手本となろう」
と語 らせ,お 初に 「いかにも」 と同意させている。二
人の実際の会話は知 りようがないが,当 時の大坂で二

















お初 を見る と両手 を伸ば し,今際の際の四苦八苦。




































と肉体 による全人的な恋愛成就 「恋愛 の完成」に
あった,と 筆者は考える。
V小 林説に対する補足
お初 ・徳兵衛は 「恋に生 きた」証 を遺 したかった。
当時の大坂の人々は二人の動機に敏感に反応 した。そ
して近松 は,そ うした人々の中にあって事件を取材 し,
人々が紡ぎ出した物語の粋を脚本 『曾根崎心中』に見
事に結実させた。
近松を含む大坂の人々はお初 ・徳兵衛が 「恋に生 き
た」ことに共感、喝采 したのである。
小林氏はこうした共感,喝 采が成立 した条件 として,
究極的統治者の不在 という大坂の政治風土 と元禄期の







近世 日本では 「土葬」が一般的であったが,大 坂は
珍 しく 「火葬」が一般的な地域であった。大坂六ヶ所
墓所(千 日,飛田,小橋,葭 原,南 浜,梅 田)は実質















































































記録でも,享保前期 と宝暦 ・明和期の経済的繁栄期 に
増加 した相対死(男 女の情死,心 中)は 享保飢饉,天
明飢饉 が始 まると激減していることが観察される。
さらにデュルケームはアノミー的自殺が 「殺人後の


















しか し自己本位的影響のみでは,二 人は心中 しな
かったと考えられる。お初は自殺を考えたのではなく,















家心中,果 ては現代のネッ ト集団自殺 をもまとめて














的である とすれば,前 者 と後者 は 「本物」と 「紛い





年に始 まる享保飢饉 への対応が迫 られている。以下で
は,そ のうち心中法度の社会的影響を考察する。農村
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とを記 して,稿 を改めて論 じたい。
心中法度は情死 ・心中を 「相対死」という犯罪とし,
以下の刑罰を科 している。
1不 義にて相対死いた し候 もの死骸取捨 為弔申
間敷候,但 一方存命二候ハヽ,下 手人,
2双 方存命二候ハヽ,三 日晒 非人手下,
3主 人と下女相対死致損,主 人存命候ハヽ,非 人
手下,と いうものである。
上記1は,相 対死の死体は家族に渡さず,葬 式 ・埋
葬 ・法要 ・建墓を許さない。さらに一方が存命なら斬
首する。上記に明記されていないが,死 体は衣服を剥
がされ,裸 で晒 された。上記2は,双 方が存命なら,
三日晒後,非 人頭に身柄が預けられ,非 人身分に貶め
られた。上記3で 反対 に下女が生 き残った場合には,
下女は斬首された。
条文の 「不義にて」とい う規定が五倫関係(父 子,




















前 に 「自害」が多数を占めていることに注 目したい。
『心中大鑑』(宝永元[1703]年)では,京都のある自
害心中が 「さんかつ以来の潔い心中」と称えられてい




着物 をつなぎ合い,半 七の脇差によって胸 を突かれ,
半七は返す刀で自分の咽喉を突いている。それは,お
初 ・徳兵衛の死に様の先行モデルとも考えられる。




ある。「首縊 」は 『今宮の心中』の二郎兵衛 とさきが
枝に掛けた白布の両端に首を括 り,樹上から飛び降 り
た心中である。近松はそれを 「自害は古手,首縊 は心




考えることができる。起請文に始 まり,刺青,指 切 り
へ とエスカレー トした遊女の 「心中立て」の様式は,
その極限の心中にも用意されていたのではなかろうか。




別表の心中方法 を判読で きない 「不明」14件を 「自
害」と仮定 したとしても,「首縊 」と 「女刺殺、男首
縊」とを合わせると11件とな り,仮定 「自害」数に










し」 と言 うべ きなのである。
一86一
岸田:曾根崎心中の歴史社会学的分析












3)近 松門左衛門.曾 根崎心中付 り観音廻 り.In:大阪
市立大学文学研究科 「上方文化講座」企画委員会編.
曾根崎心中.大阪:和 泉書院;2006.
4)書 方軒.心 中大鑑In:国 書刊行会編.近 世文藝叢
書第四(小 説).東京:第 一書房;1976.
5)上 方郷土研究會監修.上 方 復刻版 第5巻.大 阪:
新和出版;1970.p.597.
6)波 平恵美子.異 常死者の葬法と習俗.In:藤井正雄
編.祖 先祭祀 と葬墓(仏 教民俗学大系;4).東京:
名著出版;1988.
7)デ ュルケーム著,宮 島喬訳 自殺論.東 京:中 央公
論社;1985.
87
